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論文審査結果の要旨 

 本研究は、インプラント支持の固定性補綴装置による治療を行った少数歯欠損患者

の口腔関連 QOLを経時的に測定し，その動態および欠損形態の違いによる口腔関連

QOLの経時的変化への影響を評価したものである． 

 被験者は 3歯以下の欠損を有する少数歯欠損患者 20名 (女性 10名，男性 10名，

平均年齢 51.9 歳)であり，中間欠損患者 6名，遊離端欠損患者 14名に対し，各患者

に 1～3本，合計 33本（上顎 8本，下顎 25本）のインプラントを埋入し，埋入手術

2ヶ月以上経過後にレジン製暫間補綴装置を装着，その 1ヶ月以上経過後に最終上部

構造を装着している．口腔関連 QOLの評価は OHIPの短縮版である OHIP-14の日

本語版（OHIP-J14）を用いて，インプラント埋入手術前（手術前），埋入手術 1週間

後（手術後），暫間補綴装着 1週間後（暫間補綴後）および最終上部構造装着 1週間

後（最終補綴後）にアンケート調査を実施している．統計学的分析には Wilcoxonの

順位検定・ボンフェローニ法を用いている． 

 その結果，OHIP-J14 全合計スコアは，手術前と比較して最終補綴後にのみ有意に

低値を示した (p<0.05)．領域別 OHIPスコアは，「痛み」，「身体的障害」の領域で手

術前と比較して最終補綴後に有意に低値を示し(p<0.05)，「心理的不快感」の領域で手

術前と比較して暫間補綴後および最終補綴後に有意に低値を示した(p<0.05)．一方，

「機能の制限」の領域では手術前と比較して手術後に有意に高値を示した(p<0.05)．

また，欠損形態別 OHIP-J14全合計スコアは，遊離端欠損症例において手術前と比較

して最終補綴後に有意に低値を示したが(p<0.05)，中間欠損症例では有意差は認めな

かったとしている． 

 以上のことから，少数歯欠損患者に対するインプラント治療は手術後，一時的に機

能の制限を受けるものの，暫間補綴装着により心理的不快感が改善され，最終補綴装

着により痛みおよび身体的障害が軽減し総合的な口腔関連 QOLを向上した．また，

インプラント治療は特に遊離端欠損患者において有効な治療法であることが示唆さ

れたと結論づけている。 

 本研究は，インプラント支持の固定性補綴装置による治療を行った少数歯欠損患者

の口腔関連 QOL について検討したものであり，歯科用インプラントの臨床に非常に

有意義な論文である。公開審査における質疑応答も何ら問題は認められなかったこと

から，本審査委員会は学位論文として価値あるものと判断した． 

 


